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１．事故や労災の原因究明と再発防止対策の徹底。要員不足による過密な

勤務実態。教育や技術継承に対する不安が増加していること。 

 

２．物価上昇などにより組合員の生活はさらに厳しくなっていること。 

３．収入計画の達成にむけて奮闘してきた組合員の期待に応えること。 

 

４．高いモチベーションを持ち続け定年まで安心して働いていくために

は、ＪＲ貨物に期待が持てる将来ビジョンを示すとともに、今夏季手当を

満額回答で応えること。  

 

５．組合員のおかれた厳しい現実を真摯に受け止め、誠意ある団体交渉を

積み重ねること。 


